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令和７年度 東京都立五日市高等学校定時制課程 学校経営報告                   

          校長 松﨑 真理子 

【今年度の取組と自己評価、達成度、課題と対策】 

（１）教育活動の目標と方策 

項目 目 標 取組と自己評価 達成度 課題と対策 

学 
 

習 
 

指 
 

導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

①  

地域と連携した活動を取り入

れるなど、総合的な探究の時間

を通して、生徒が主体的に探究

力や社会力を身に付けられる

取組を推進する。 

生徒、保護者ともに教

育活動のねらいを理解

し、学習に臨んでいる。

一方で個別最適な学び

を望む生徒もいる。 

Ｂ 

1 年次から 4 年次までの

「総合的な探究の時間」の

内容について、更にブラッ

シュアップしていくため

の検討を行う。 

②  

生徒の実態を踏まえ、一人一台

端末を活用して、分かる授業を

展開し基礎学力の定着を図る

とともに、生徒の学習意欲を高

める。 

わかる授業に関する質

問には教員、生徒、保護

者の 90％以上が肯定的

な意見を示している。

しかしながら、ICT機器

等を活用した授業につ

いては、生徒は 60％代、

教員が 50％といずれも

低く、保護者において

は 80％と高い評価を得

ている。 

Ｂ 

一人一台端末の活用につ

いて検討し、学習意欲を喚

起できるように、全定合同

の授業力向上研修を行う

など、更なる授業改善を行

う。また、生徒、教員と保

護者との間の乖離につい

て検証を行う必要がある。 

③  

観点別学習状況の評価の趣旨

を踏まえ、授業のねらいを明確

にし、振り返る場面を設定して

評価を行うなど、観点別学習状

況の評価を確実に実施し、授業

力の向上を図る。 

新教育課程の実施に伴

い教育課程、グランド

デザイン、ルーブリッ

クの確認、観点別評価

について徐々に教員の

理解が得られてきた。 

Ａ 

学習意欲を高めることが

出来るよう、各教科全体で

授業の工夫を行う。また、

授業力向上のための研修

を行い、観点別評価につい

て検証を行う。 

④  

全教員がチャイムで授業を開

始するなど授業規律を確立し、

生徒が集中して学びに向かう

環境を整える。 

教員が 92％と肯定的な

意見が多く、生徒が

75％と若干乖離してい

る部分がある。ここ数

年メンタル面に課題を

持つ生徒の割合が高く

その対応や、発熱者等

の早退対応等で時間通

りに授業に向かうこと

ができないケースも多

い。。上記の理由以外

で、一部の遅刻常習者

を除き、授業開始時間

には授業を受ける体制

が整えられていること

が分かる。 

Ｂ 

個々の生徒の状況を把握

しながらも、できるかぎり

全ての授業において規律

を確立し集中して学べる

環境を整えるよう指導を

進める。遅刻常習者に関し

ては、適切な指導を施して

いく。 
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⑤  

生徒による授業評価を活用し

た情報共有と全定合同の相互

授業参観・研究授業や研究協議

により、授業力の向上を図る。 

生徒による授業満足度

は 96％と高くなってい

る。今年度は全定合同

の授業相互参観の機会

を行うことができなか

った。若手教員育成に

向け授業見学や授業公

開を積極的に公開して

いく。 

Ｃ 

教科主任会を活性化し授

業評価を確実にフィード

バックできる仕組みを構

築する。 

①  

担任・保護者との連携を密にす

ることで、欠席・遅刻・早退等

きめ細かい指導を実施する。 

生徒、教員、保護者とも

90%代を越えて肯定的

な意見が多い。連絡な

く遅刻・欠席している

生徒の保護者には連絡

を入れ、生徒の状況確

認とともに、家庭と連

携して生徒を見守る活

動が浸透してきている

ためと考える。 

Ａ 

引き続き、家庭と連携した

基本的な生活習慣の確立

に努めていく。 

②  

体力テストや安全指導など心

身の健康増進に向けた組織的・

計画的な取組を実施する。 

保体科、生活指導部や

養護教諭を中心とし

て、各教科や学校行事

において取り組みを行

った。 

Ｂ 

生徒が自己の体力につい

て興味関心を示し、体力テ

ストの結果を更新する意

欲を高めていくよう、更に

働きかけを行っていく。 

③  

毎日の校門・昇降口指導による

挨拶や授業の開始時と終業時

における挨拶指導を励行し、ま

た職員室入室時の言葉遣いや

マナー等の指導を行う。 

生徒は 83％、教員は 75%

保護者は 90%が肯定的

な意見となっている。

全教員で毎時登校時に

挨拶、身だしなみの指

導を行い、生活習慣の

定着が進んでいる。 

Ｂ 

自ら主体的にルールやマ

ナーについて注意するよ

うな意識付けを行う必要

がある。引き続き日常的に

教員全員体制で取り組む。

遅刻する生徒数の減少を

目指す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
活
指
導 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

④  

定期的な校内外の巡回指導を

行い、いじめをはじめとする問

題行動の未然防止に努める。 

生徒は 90％代、教員、

保護者は 100％となっ

ており、肯定的な意見

となっている。 

 Ｂ 

生徒の回答の中に、否定的

な回答も存在するため、解

消することが出来るよう

全力をあげて組織的に取

り組む。 

⑤  

各顧問の創意・工夫ある指導の

もとで、生徒の自主的・自発的

な参加による部活動や学校行

事の活性化を図る。 

目標をもって熱心に取

り組んでいる生徒が多

いことが、生徒、保護者

の肯定的な回答が高い

点からうかがえる。生

徒会を中心に、各委員

会が積極的に活動し、

達成感や自己有用感を

醸成できた証である。

Ａ 

更に生徒の自主的な部活

動、委員会活動が活性化す

るよう外部団体との連携

を視野に入れた検討を行

っていく。 
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特に生徒会は、考査期

間前の勉強会（ＳＳＣ）

が多くの生徒に良い影

響を与えたとして、東

京都教育委員会から表

彰され継続して活動し

ている。 

⑥  

避難訓練をはじめとした防災

教育やセーフティ教室等の安

全教育を充実させ、安全・安心

な学校づくりを引き続き行う。 

地元警察署や専門医等

を活用して、生徒が自

身の身を守る力を養う

教育活動を行ってお

り、その成果が生徒の

肯定的な回答 90％以上

に示されている。 

 

Ａ 

教員の真剣な姿勢が生徒

にも良い影響を与えてい

ると考えられる。災害時

に、避難所等で、助ける側

の即戦力として活動でき

る生徒を育成することが

課題である。 

⑦  

不登校や自殺防止に向けてＳ

ＣやＹＳＷと情報共有を行う

とともに、家庭との連携を図

り、ＳＯＳの出し方に関する指

導を実践する。 

 

 

 

 

 

 

生徒が 67％、教員、保

護者は 100％と乖離が

ある。生徒がＳＣやＹ

ＳＷはＳＯＳを発する

機会と場であるという

ことを認識させる必要

がある。本校教員が生

徒の個別相談に多くの

時間を割き、保護者と

連携を密にし、個に応

じた教育活動を地道に

継続していることで、

高い満足度を得ている

と考えられる 

Ｂ 

教員には相談することが

できても、外部の専門人材

には話すことができない

という問題に対し、ＳＣや

ＹＳＷが常日頃から生徒

に関わることができる場

を提供する必要があると

考える。 

 

進
路
指
導 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  

職業や社会の現実に対する理

解を深め、自らの能力、適性に

合った生き方、働き方を考えな

がら社会的・職業的自立に必要

な能力や態度を養い、ミスマッ

チのない進路実現を図る。進路

希望に応じたキャリア教育の

推進と、地域との連携等によ

り、生徒の進路への意識を高め

る。 

生徒、保護者とも 80%代

で教員は 100％と高く

推移しており、希望進

路実現に向けた生徒、

保護者への情報提供が

十分になされているこ

とがうかがえる。 

Ｂ 

ハローワークやＹＳＷ，若

者支援団体等と連携を図

り、進路選択の一助とな

り、早期退職とならないよ

う、ミスマッチを無くすた

めの情報提供を継続して

行っていく。 

②  

専門性の高い外部講師を活用

した都立高校生の社会的･職業

的自立支援教育プログラム事

業など、実践的なキャリア教育

を行い、職業や社会の現実に対

する理解を深める。 

グループワーク等のグ

ループワークを通して

生徒間のコミュニケー

ション能力を高めるこ

とができた。 

Ａ 

職業理解を踏まえつつ、コ

ミュニケーション能力を

一層たかめることができ

るような教育活動を実践

していく。 
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③  

校内外でのさまざまな体験活

動を通して、自分の存在が社会

の一員として認められている

という自覚を持たせ、自尊感情

や自己有用感を育む。 

ヨルイチは全定ともに

連携して和太鼓演奏や

ダンス、軽音学部の披

露、祭事の運営等行う

予定であったが、台風

の影響により中止とな

った。都立高フェステ

ィバルにはバスボム制

作で活躍することが出

来た。 

Ｂ 

引き続き、探究活動や人間

と社会等、様々な地域との

連携活動において生徒の

自尊感情を高めることが

出来るような地域と連携

した探究活動を推進して

いく。 

④  

確かな職業理解と自己理解に

基づき、担任と連携して保護者

の意向を確認しながら指導を

行い、生徒一人ひとりの能力、

適性に合ったミスマッチのな

い進路実現を図る。あわせて、

就職先での早期離職や進学先

での中途退学を減らす。 

 

 

全定合同による就業学

習を実施し、様々な職

業理解と自己の適性に

ついて学ぶ機会を設け

た。 

 

 

 

Ａ 

次年度も引き続き、同様の

就業学習を行い、幅広い職

業について理解を深める

機会を設定する。 

 

⑤  

本校で身に付けてほしい資質・

能力（各学年の重点目標）に基

づく４年間を見通した進路指

導計画を策定し、進路希望に応

じた進路ガイダンスの実施や

インターンシップによる進路

指導の充実を図る。 

昨年度に続き、今年度

も進路活動を行ってい

る生徒の進路決定率は

100％である。入学時よ

り４年間を見据えた進

路指導計画の下で行っ

ている教育活動に、生

徒の肯定的な回答が

85％、保護者の肯定的

な回答が 92％と高い評

価を得ている 

Ｂ 

引き続き、1学年から 4学

年まで早い段階での職業

理解や自己理解を目的に

進路ガイダンスを実施し、

ミスマッチのない進路実

現を後押しする。 

⑥  

自立支援チームを中心に高校

生の社会的自立を目指す進路

支援事業を活用し、進路意識の

向上を図る。 

ＹＳＷの就労支援を活

用し、進路意識の向上

を図るとともに福祉支

援に関する情報も提供

できるようにした。 

Ｂ 

今まで同様に、生徒一人一

人に寄り添いながら、計画

的かつ組織的に指導に当

たっていく。 

①  

生徒が自主的・主体的に活動で

きるよう、部活動や学校行事の

活性化を図るとともに、部活動

入部率・参加率をあげる。 

目標をもって熱心に取

り組んでいる生徒が多

いことが、生徒、保護者

の肯定的な回答が高い

兼部をしている生徒が

多いことから部活動加

入率が 123%と高いが、

実質参加率は向上させ

る必要がある。 

Ｂ 

更に部活動を活性化し、土

日も活動することが出来

るよう、地域と連携した部

活動の実施について、全定

ともに検討していく。 



- 64 - 

 

②  

地域と協働した取組により、地

域の方に本校の活動を知って

もらえる機会を増やす。 

学校行事において定時

制の生徒の活動の場を

知っていただくことは

できた。 Ｂ 

次年度は始業前や土日の

活動においても、地域との

連携した活動の場を増や

すことが出来るよう検討

していく。 

 

 

③  

総合的な探究の時間、教科指

導、行事等における図書館の活

用と読書習慣の確立を推進す

る。 

 

学校図書館の図書貸出

数の割合は、本校全日

制と比較して決して少

なくないが、利用する

生徒と全くしない生徒

が両極端に存在してい

る。 

Ｂ 

各教科で学校図書を活用

した授業の実践に取り組

み、更に推進し、読書活動

の活性化とともに、それに

付随するコミュニケーシ

ョン力の向上に努める。 

健 

康 

づ 

く 

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

生徒自らが体力を高めていく

習慣を身につけ、生涯にわたっ

て心身の健康を保持増進する

ことができる資質・能力を育

む。デジタル技術を活用した体

力テストの結果の分析を行い、

生徒が自身の体力向上に向け、

積極的に取り組むことが出来

るよう、組織的・計画的な取組

を推進する。 

体力向上について、自

主的に取り組ませると

ともに運動量を踏まえ

た授業展開で体力向上

を図った。 

Ｂ 

授業だけでなく部活動も

含め広く捉えて計画的・継

続的な指導を行うことが

必要である。 

②  

都立高校生が将来を見据えた

健康増進の取組と様々な相談

に関する学習環境を整備する

ために、がん教育やユースヘル

スケアを推進し、生徒の心身の

健康づくりを支援する。 

学校行事として、産婦

人科医を招聘し、ユー

スヘルスケアを実施し

た。 

Ｂ 

望まない妊娠・出産を防止

に向け、様々な医療機関と

連携を図り、更に同事業の

啓発を引き続き行う。 

③  

食物アレルギー対応委員会と

連携し、食物アレルギーによる

事故の未然防止に努める。自校

調理の給食の喫食率の向上を

目指すとともに、食育の実施に

よる健康作りを推進する。 

栄養士を中心として、

食物アレルギー対応委

員会を開催し、安全な

給食の提供を目的に食

育の実施に努めてき

た。 

Ｂ 

次年度は給食提供校も交

えた委員会を開催し、より

安全な給食の提供とより

教育効果のある食育の実

施について協議する場を

設定する。 

 

 

 

 

 

 

①  

ＳＣやＹＳＷや学校特別支援

教育心理士と連携を図り、生徒

相談委員会を中心とした校内

体制を構築し、生徒一人ひとり

の悩みの相談を傾聴し、支援を

行うことができるようにする。 

定期的に情報共有の場

を設け、生徒・保護者が

ＳＣや YSW を活用しや

すい環境を構築し、安

定した学校生活を実現

することができた。 

Ａ 

生徒一人一人に丁寧に声

を掛け、変化を見逃さない

指導を継続的に行う。些細

な情報も共有し、全教員で

取り組むことで生徒及び

保護者の満足度を高める 
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特 

別 

支 

援 

教 

育 

・ 

自 

立 

支 

援 

 

 

 

②  

特別支援委員会を中心とした

個別支援計画を作成し、生徒の

心身の健康を増進する。 

特別指導委員会を定期

的に実施することがで

き、生徒の情報共有を

行うことが出来、解決

した事案が多数あっ

た。 

Ａ 

来年度はＳＣｵﾝﾗｲﾝｶｳﾝｾﾘﾝ

ｸﾞも活用しながら、支援体

制を強化し、引き続き生徒

の情報共有を密に行って

いく。 

③  

全教員が発達障害に対する理

解を深め共有し、合理的配慮を

有する生徒の個別の案件に対

して、適切かつ丁寧に対応でき

るようインクルーシブ教育を

推進する。 

特別支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰに

よる特別支援委員会の

定期的開催により、合

理的配慮を有する生徒

の特性を理解できるよ

うになってきている。 

Ｂ 

来年度はインクルーシブ

教育に対する理解を推進

するための全定合同の校

内研修を実施する。 

④  

発達課題を有する生徒に対し、

通級やコミュニケーションア

シスト講座を通して、社会生活

における適応能力を培うこと

が出来るよう支援を行う。 

生徒や保護者、教職員

にも通級やコミュアシ

に対する理解が浸透し

てきた。 

Ｂ 

引き続き、発達特性や課題

を抱えた生徒に対する支

援について研修する機会

を設定する。 

 

 

学 

校 

運 

営 

 

 

 

 

①  

きめ細かい指導、生徒の主体的

な活動を推進し、生徒及び保護

者等の満足度の高い学校づく

りに取り組む。 

生徒の 88％、教員、保

護者に至っては 100％

と肯定的な意見が非常

に高い割合で推移して

いる。 

Ａ 

本校が安全に安心して学

ぶことができ、その能力を

十分に伸長させ、希望進路

を実現できる学校であり

続けられるよう、全教職員

一丸となって努力を継続

していく。 

②  

管理運営規程に基づく組織的

な学校運営を行い、校務分掌内

の協働体制を一層充実させ、校

務の円滑な運営と諸課題の解

決を図る。 

週１回程度の企画・職

員会議で組織的な学校

運営はかなり円滑に進

んでいる。教員の学校

経営参画意識は高くな

った。  

Ｂ 

各分掌や学年の現状と課

題を共有し、一つ一つ着実

に解決できるよう引き続

き取り組む。変化の中で機

敏に対応できる校内体制

を探っていく。 

③  

学校いじめ防止基本方針に基

づき、年３回の調査及び学校い

じめ対策委員会を中心に、いじ

めの未然防止、や早期発見、早

期対応に取り組む。 

定期的な巡回指導に取

り組むとともに、精神

的なサポートを行い、

問題行動を未然に防止

した。いじめアンケー

ト調査を年３回行い、

調査結果に基づいてい

じめ対策委員会を行う

ことでいじめの未然防

止につなげた。 

Ｂ 

規範意識等の意識を身に

付けさせ、問題行動の未然

防止に向けた環境を全教

職員で整備をする。 

④  

体罰や性暴力の未然防止に向

け、計画的・組織的な教員研修

により体罰・性暴力根絶に向け

て全校的に取り組む。 

体罰防止研修を年３回

実施し、体罰防止につ

いて教職員の意識を高

めた。その結果、教員、

保護者も 100％、生徒が

Ａ 

体罰防止研修の内容を工

夫し、引き続き体罰根絶に

向けて意識を更に高める。 
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96%と高い評価を得て

いる。 

⑤  

各分掌・学年・委員会等の活性

化などについて理解を深め、特

に若手教員人材育成に向け、Ｏ

ＪＴや校内研修の充実を図る。 

若手教員への授業観

察・研究授業、各分掌で

の業務の進め方等ＯＪ

Ｔを進めることができ

た。ICT活用、Classiや

Teams 等の有効な活用

が出来た。 

Ａ 

授業力の更なる向上に向

けた取組や、ICT機器を有

効に活用し、地域との協働

に向けた取組等に関する

校内研修の充実を図る 

⑥  

服務事故未然防止について、ク

リーンデスクや個人情報の管

理、体罰や生徒への性的暴力等

についてコンプライアンス研

修等を実施し、更なる徹底を図

る。 

年３回の服務事故防止

研修と日頃の声掛けに

より個人情報の管理へ

の意識が高まった。 
Ｂ 

クリーンデスクはかなり

進展したが、引き続き繰り

返し声を掛ける必要があ

る。 

⑦  

経営企画室の学校運営への積

極的な参加を推進するととも

に、学校経営計画及び予算編成

指針に基づき、計画的な予算執

行、施設・備品管理、学事、環

境整備などについて、円滑かつ

適切な進行管理を図る。 

職員室環境改善計画Ｐ

Ｔのﾘｰﾀﾞｰである室長

を中心に、全定担当教

職員と企画室担当職員

による会議を行い、実

施計画の決定がなされ

た。企画室が一体とな

り、適切な事務処理が

なされるよう進行管理

を強化していく。 

Ｂ 

企画室職員との日常的な

コミュニケーションの場

を意識して設け、風通しの

良い職場を目指す。令和 8

年度実施の職員室の改善

計画が決定した。 

⑧  

全日制課程と定時制課程が双

方の教育活動を尊重するとと

もに、全定合同の教育活動を実

施するなど、引き続き学校の安

定化及び活性化を図る。 

文化祭等の学年行事や

施設の活用について定

時制と調整し連携を行

う必要があったが、今

年度、全定合同会議の

実施回数が少なかった

ため、次年度は密に連

携を図り校務運営を行

いたい。 

Ｂ 

引き続き、全定の同分掌で

の連携を取り、円滑に教育

活動を行えるよう調整を

図る。また、全定の転学規

定について検討する。 

 

（２）今年度の取り組み目標と方策 

 目 標 取組と自己評価 達成度 課題と対策 

ア 

学校案内及び学校紹介動画、見やすい

ホームページの作成と定期的な更新

等、ＰＲ方法を工夫することにより広

報活動を充実させる。学校の特色等を

資料としてまとめ、全員体制による中

学校訪問を行い、中学校の理解を深め

る。 

広報担当が明確化されて

おらず、ホームページの

更新がなされていない。

そのため、ＰＲができて

いない状況にある。 

Ｃ 

次年度は担当者のみな

らず、教職員全員体制で

行い、中学校訪問や学校

説明会等を組織的に取

り組む。 
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イ 

地域課題を解決する探究活動により、

地域貢献を行う人材育成を図るとい

う本校の教育方針を踏まえ、公務員を

目指す生徒に対し、各自治体や専門学

校と連携を図り、公務員対策講座を実

施する。 

全日同様スキルアップ推

進校として行う教育活動

について、定時制も行う

ことができる方法を模索

したがなかなか進まなか

った。 

Ｃ 

来年度は各種検定試験

の取得に、定時制の生徒

も積極的に取り組む機

会を提供する。 

ウ 

生徒情報の一元管理、基礎学力の定

着、日常的に生徒がＩＣＴ機器を活用

する機会を設けるなど、ＩＣＴ機器の

特長を生かした教育活動の定着を図

る。 

教員はＣ4th の活用度は

定着してきたが、教育ダ

ッシュボード、統合型校

務支援システム等の活用

や生徒は Forms の活用や

Teams 等のＩＣＴ機器の

活用はまだまだといえ

る。 

Ｂ 

次年度は全定合同の校

内研修を実施し、教育ダ

ッシュボード等の活用

法についてＩＣＴﾘｰﾀﾞ

ｰ、ＩＣＴ支援員を中心

に校内研修を開催し、啓

発を図る。 

エ 

ライフ・ワーク・バランスの推進に向

けて、各分掌、各学年及び各教科で校

内業務の整理と効率化を図る。 

会議の時間短縮を推奨し、年休や育

児・介護休暇等の休暇取得がしやすい

雰囲気づくりや同僚性を育むなど、相

互に声を掛け合うことが出来る、温か

い職場環境づくりを推進する。 

業務の効率化と精選、な

らびに休憩時間の積極的

な取得を推奨したが、小

規模校ということで、各

教科一人職場であるた

め、なかなか休暇を取り

たくても取れないといっ

た状況がある。 

Ｂ 

働き方改革の一環とし

て、オンとオフの切り替

えが出来るような校務

運営を行う。特定の教員

に負担が偏らないよう

に、学校全体で組織的な

業務運営を行う。 

オ 

授業力の向上、探究活動の指導や観点

別学習状況の評価などについて理解

を深め、実践を通じて指導方法などが

定着するよう、ＯＪＴや校内研修の充

実を図る。 

若手教員への授業観察・

研究授業、各分掌での業

務の進め方等ＯＪＴを進

めることができた。 

 

Ａ 

授業力の更なる向上に

向けた取組や、ICT機器

を有効に活用し、地域と

の協働に向けた取組等

に関する校内研修の充

実を図る 

 

【達成度】 Ａ：達成できた。今後も継続する。達成率 80％以上 

Ｂ：おおむね達成できた。より良くなるよう改善を図る。達成率 50％以上 

Ｃ：達成できていない。改善が必要である。達成率 50％未満 

（３）数値目標 

 目 標 令和５年度 令和６年度 令和７年度 課題と対策 

① 生徒の授業満足度 80％以上 96.6％ 91％ 96% 
組織的な授業改善を引き続

き図る。 

② 進路決定率 70％以上 100% 100% 100% 

就職希望内定率 100%を次年

度も目標として継続すると

ともに、キャリア教育を更

に充実させる。 

③ 遅刻者数 384 235 342 

遅刻の常習化を断つ粘り強

い指導等を行い基本的な生

活習慣の定着や規範意識の

醸成を全教職員で引き続き

取り組む。 
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④ 中途退学者 10名以内 1名 0名 1名 

引き続き個に応じた丁寧な

指導を展開し自校に対する

強い帰属意識を醸成する。 

⑤ 
生徒の地域行事等への参加に対

する地域の理解 65％ 
45.9% 44.0% 78% 

地域行事や地域ボランティ

アへの積極的参加と拡大 

⑥ 
本校地域活動に対する地域の認

識 50％ 
37.5% 44.0% 70.9% 

本校生徒の地域連携活動の

推進と広報活動の充実 

⑦ 
地域の本校生活指導への理解  

70％ 
57.8% 56.0% 70.8% 

登下校のマナーや交通ルー

ルの順守、挨拶や言葉遣い

に対する周知徹底 

⑤  
教職員の自立支援チーム派遣事

業への理解 100％ 
100% 100.% 100% 

自立支援チーム継続派遣校

についての理解推進 

 

 

 

 

 


